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1．はじめに

中国南८講Λ͖ ͬか͚と͠ たର外
開์ࡦのڧԽҎ߱、高͘ 安ఆతͳ経済
長とա大ͳ物Ձ্ঢの変ಈΛ経͠ݧ
て͖ たɻ中国国Ո౷ެ͕ہܭ表͠ ていΔ
ফඅऀ物Ձ্ঢ̍と࣮質 GDP 長
ΛΈΔと、࣮質 GDP 長アジア通
՟ػةの際に̓ Λ̀ Δ͑ਫ४Λҡ持͠
て Γ͓、1993から2015·Ͱの平ۉ
GDP 長9.9 と̀い͏ 高͞Ͱ͋Δʢਤ
̍ʣ̎ɻҰํͰ物Ձ্ঢ͜ のؒの経済
情にいཚ高Լ͠ 、物ՁԼམのظ࣌
ଘ͠ࡏ ていΔɻՁ֨調՟ฎのա発
ͳͲෳ合తཁҼにΑΔと͞ߦ ΕΔ1994
のܹٸͳ物Ձ্ঢ̏、アジア通՟ػة
の際の物ՁԼམͳͲに見らΕΔ通Γ、物Ձ
্ঢの推Ҡ、経済長の推Ҡとൺֱ
͠てෆ安ఆͳڍಈͰ͋Δとい Δ͑ɻ͜ のΑ
に͏1990からࡏݱ·Ͱのؒظの中国の
出と࢈、出と物Ձに関͢Δデーλから࢈
物Ձの変Խにରরతͳಛ͕ Δ͑ɻ
のらつ͖࣌Λ見たྻܥにํྻܥ࣌

物Ձ্ঢのํ͕大 い͖のの、͝
とにলؒのらつ͖ Λ見た場合、࣮ 質
GDP長のํ͕らつ͖ ͕大͖ ͳ͘Δɻ
ਤ̎ とਤ̏ ֤の࣮質GDP長と物
Ձ্ঢのデーλの最খ、ୈ̍ Ґ࢛
、ୈ̏ Ґ、最大Λ࢛ࣔ͠ たグラフ
Ͱ Γ͋、ୈ̍ Ґからୈ࢛̏ ·Ґ࢛
Ͱの帯中Ґ50̀ のデーλ͕ ؚ·ΕΔ͜ と
にͳΔɻ中Ґ50̀ 範ғͰ見て、最খ、
最大のデーλ範ғͰ見て と͝のら
つ͖ 物Ձ্ঢΑΓ࣮ 質 GDP長
のํ͕大 い͖ と͕͜ΘかΔɻ物Ձ、࢈出
のいͣΕのྻܥについて最大、最খ
のରにΑͬ てҟͳΓ、経済

出長、物Ձ্ঢのؒの࢈とن
ରԠ関ΈらΕͳいɻ
͜Εらのਤのಛから、লผの物Ձ、
Λܾఆ͢ΔཁҼと͠ྻܥ出の࢈ てೋつの
の͕ߟ ら͑ΕΔɻਤ と̎ਤ に͓̏いてল
ผの物Ձ、࢈出のྻܥの推Ҡ、શ国
のྻܥと͠ࣅࠅて Γ͓、શ国とলผ
のແ૬関Ͱͳい と͜Λࣔ͠ ていΔɻ
ಛఆのলのՁ֨、࢈出͕શ国Λܾఆ
͢Δとい͏ のͮ͑ߟらいたΊ、શ国の
変ಈཁҼ͕লผΛࠨӈ͢Δߏ͕
ఆ Ε͞Δɻ͜ のશ国の変ಈཁҼ࢈出
のΑΓ物Ձのについての変ಈΛ、Α
Γ大͖͘ ऒ͢ىΔ͜ と͕ਤ か̍ら見てऔΕ
ΔɻҰํͰ、物Ձ、࢈出の྆ྻܥについ
て、֤ のશ国平ۉからのဃΛΈΔと、
出の変ಈのํ͕物Ձの変ಈΑΓ大͖࢈
いɻつ·Γ、શ国平ۉのܾఆཁҼに
ؚ·Εͳいলݻ༗のܾఆཁҼ͕লผ
のܾఆཁҼにଘ͠ࡏて Γ͓、͜ のཁҼ
とશ国の変ಈཁҼにର͢Δ物Ձ、࢈

出のྗੑのಛ͕ҟͳΔ͜ とΛҙຯ͠
ていΔɻҎ্のΛ૯合͠ て、͜ Ͱ͜ল
ผのՁ֨ࢦ、GDP 長のࢦ͕、
શ国のࢦの推Ҡにैいつつ、ͦ Εと
ผのলݻ༗のཁҼにىҼ͢Δ変ಈѹ
ྗө͠ ていΔとい͏ 、ਤ̐ Ͱࣔ Ε͞Δܾ
ఆのΈΛԾఆ͢Δɻ
࣮際に2001中国શମの物Ձ্ঢ

͕正Ͱ͋ͬ たのにର͠ て、い͘ つかの
লの物Ձ্ঢෛͰ Γ͋、物Ձ͕Լ
མ͠ ていΔ地ҬͰ、デフϨ٫のたΊの
తͳાஔ͕ඞཁͰ͋ࡒ たͬとߟ ら͑Ε
Δɻ本研究͕͠ূݕ ていΔの、͜ ͏͠ た
লݻ༗のঢ়گにରॲ͢ΔたΊの֘লに
͓͚Δࡒޮ͕ࡦՌΛ持つのかͲ͏ か、
·た༗ޮͳࡦΛߦ た͏Ίの݅と͠ てͲ
のΑ͏ ͳの͕ Δ͋かͰ Δ͋ɻ
察のରと͢ߟઅΑΓ本研究͕࣍ Δモ

デルのഎܠに Δ͋ํ͑ߟについてհ͠ 、
ୈ̏ અͰলผのՁ֨ࢦについてผ
のについてߟ察͢Δɻୈ̐ અͰߏ

1�ެ表ࢦલΛ100と͠ たと͖ の変ԽΛ表͢ࢦͰ Γ͋、ਤ͜ ΕΛલからの্ঢのに͠ たのͰ Δ͋ɻ
2�デーλ中国国Ո౷ہܭΣϒαΠトののΛ༻͠ たɻ
3�中国国Ո౷ܭhہ 国ຽ経済とࣾ 会発展に関͢Δ౷ެܭ報ʢ1994ʣɦΑΓɻ

ϞσϧʹΑΔؼճݾଟมྔࣗܕߏ
ՁมಈͷཁҼղʹؔ͢Δڀݚ

ʕߐཾࠇলͷۀ࢈ผՁʹର͢ΔࡒޮࡦՌͷߟʕ
&3*/"ௐࠪ研究෦研究員　ೆൣߴ

ਤ̍　中国の産ग़・物価の変化
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察ʕߟՌのޮࡦࡒ業ผ物Ձにର͢Δ࢈লのߐཾࠇモデルにΑΔ物Ձ変ಈのཁҼղに関͢Δ研究�ʕؼճݾଟ変ྔ自ܕߏ

4�ྫ͑、張ʢ2006ʣΛࢀরɻ
5�中国ຖͦのの物Ձ্ঢのඪΛ発表͠ て Γ͓、͜ Ͱ͜の物Ձ安ఆԽࡦと、ͦ のඪΛୡ͢ΔたΊのۚ༥・ࡒ྆ࡦの͜ ととఆٛ͢Δɻ

ܕ 7ARモデルにΑΔՁ֨と࢈出のݕ
ূ݁ՌΛड़、ୈ̑ અͰ݁Λड़Δɻ

̎．�লผՁ֨ͱશࠃฏۉをؚΉ
Ձܾ֨ఆϞσϧͱূݕの方๏

Ұൠతに物Ձ্ঢの変ಈΛたら͢
ཁҼ૯धཁཁҼ、૯څڙཁҼと՟ฎ
తͳཁҼの三つに大ผ Ε͞Δ̐ɻ͜ の͏ ͪ
૯धཁཁҼ૯څڙཁҼ、物Ձと࢈
出Λಉܾ࣌ఆ͢Δ૯धཁ関と૯څڙ
関の関からಋ出͞ ΕΔのͰ Γ͋、૯
धཁۂઢ、૯ۂڅڙઢのシフトにΑΓ࢈出
物Ձのਫ४͕変Խ͢Δ͜ とΛఆ͠ た
のͰ Δ͋ɻつ·Γ૯धཁۂઢΛシフト͞ ͤ
Δ所ಘਓޱの変Խ͕૯धཁཁҼ、૯
ઢΛシフト͞ۂڅڙ ͤΔエネルΪーの国際
Ձ֨ੜ࢈ཁ݅の変Խ͕૯څڙཁҼと
ΕΔのに大ผ͞ΕΔɻҰํͰ՟ฎݺ
తཁҼと名の՟ฎڅڙ とྔ࣮ 質の՟
ฎधཁのؒにҰ࣌తͳဃ͕ੜ͡ た際
にͦΕΛ調͢ΔΑ͏ に物Ձਫ४͕変Խ
͢Δ࡞༻の͜ とΛҙຯ͠ ていΔɻࡦہ
にΑΓ࣮ ߦ Ε͞ΔϚΫロ安ఆԽࡦͰ͋Δ
͜の三つのཁҼࡦۚ༥ࡦࡒ
のいͣΕかΛհ͠ て安ఆతͳ物Ձਫ४に
༠ಋ͢Δ͜ とΛਤΔのͰ Δ͋ɻ
͜のΑ͏ ͳ物Ձਫ४ܾఆのΈશ
国の物Ձਫ४Λఆ͠たのͰ Γ͋、ল
ผՁ֨について ら͞にলݻ༗のधཁ、
ࠨཁҼにڅڙ ӈ Ε͞Δとߟ ら͑ΕΔɻۚ
༥ہにΑΔ物Ձ安ఆԽのたΊのۚ༥
̑、ಛఆのলの物Ձ্ঢΛඪࡦ
と͠ てࡦΛ࣮͢ߦΔとͮ͑ߟら͘ શ国
のࢦ͕ඪと͠ てઃఆ Ε͞Δとߟ ら͑
ΕΔ͕、͜ ͏͠ たۚ༥ޮࡦՌશ国の
਼にө Ε͞Δとಉ࣌にলผの物Ձ্
ঢࠨӈ͢Δとߟ ら͑ΕΔɻҰํͰল
ࠨΛࢦཁҼ͕શ国څڙ、༗のधཁݻ
ӈ͢ΔޮՌݶఆతͰ͋Δとߟ ら͑Ε、
লผ物Ձ、࢈出Λ通͡たશ国ࢦの
ޮՌ極Ίてখ い͜͞ と͕ ༧ Ε͞Δɻݴ
い Δ͑と、লผ物Ձ্ঢ、࢈出の
長外ੜతに༩ ら͑ΕΔશ国ࢦの
਼にैいͳ ら͕、লݻ༗のधཁ、څڙ
シϣοΫにΑΓͦ ͜からဃ͠ て推Ҡ͠ てい

ਤ̏　中国の物価্ঢの分

出所ɿ中国国家統計局ͷσʔλよりචऀ作成
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図 4 中国の省別産出 · 物価決定の仕組み

3. Blanchard and Quah (1989)モデルと推定結果

Blanchard and Quah (1989)モデルは、実質産出額と物価の２変数からなる VARモデルを

需要関数と供給関数に識別するための方法であり、識別されたモデルの誤差項は需要関数、

供給関数を一方的に変化させる外生的要因として解釈することができる。推定可能な以下の

誘導形 VARモデル

yt =Ψyt−1+ut

から、補論 2で示した関係により以下の構造型 VARモデルを導出することが可能である。

Ayt =Φyt−1+εt

誘導形の係数推定値から需要関数、供給関数の係数を表す係数行列 Aを算出し、産出と物

価の関係が安定的な需要関数、供給関数の関係をもつ産業を特定する。

需要ショック、供給ショックはそれぞれ、総需要曲線、総供給曲線のシフトに伴う物価、

産出の変動要因であるため、需要ショックは物価と産出双方を正の方向 (ショックと同一方

向)に変化させ、供給ショックは物価を正の方向、産出を負の方向に変化させる。これに加

えて Blanchard and Quah (1989)の仮定により、需要ショックが長期的には産出を変化させ

ないという制約を課している。1999 年から 2014 年の年次データを用いて、計 13 の VAR

モデルについて Aの係数を推定した結果、符号が需要関数、供給関数の関係と整合的である

変数の組合せは、産出変数として衣服の工業生産値、卸総額、小売総額を使ったものと、住

宅投資額を用いた 4つの場合である。それ以外のものでは、A行列の推定値の符号が理論整

合的でないため、需要曲線が右上がりである場合や、供給曲線が右下がりである場合などを

示した。

ਤ �̐中国の省別産ग़・物価ܾఆのΈ

出所ɿචऀ作成

ਤ̎　中国の産ग़の分

出所ɿ中国国家統計局ެ։σʔλよりචऀ作成
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ΣϒαΠトͰެ開͕͠ہ ていΔશ国ॅډ
ऀফඅՁ ʢ֨ҎԼ CPIʣฒͼにলผډ
ॅऀফඅՁ֨のデーλͰ Γ͋̒、͜ Εらデー
λΛとにՁ֨のશ国਼からのဃ͕
大 い͖Ձ֨Λಛఆ͢ΔɻCPIΛߏ
͢ΔՁ֨৯、ҥ、Ոఉઃඋ、
ҩྍอ݈、交通通৴、ָޘ教ҭจԽ、
の̓ډॅ ߲に大ผ Ε͞Δɻ͜ Εらの߲
の͏ ͪશ国਼からのဃ͕大͖ いと͑ߟ
らΕΔ߲Λಛఆ͢ΔたΊに、ͦ ΕͧΕの
߲についてのඪ४ภࠩ、શ国CPI
との૬関、ޙड़͢ΔՃのූ߸Λ
のัଊΛ͢ׯΔɻ߲についてए͢ূݕ
Δと、ҥطとͳͬ ていΔ͚ͩͰ
ͳ͘ 、ࢳͳͲののࡐݪྉ、ۺ、
ҥに関͢Δαービス·ͰΛରと͠ࢠ
たՁ֨Ͱ Δ͋ɻ·たՈఉઃඋ、ٱফ
අࡒ、ࣨ の০、Ո۩ͦΕに
関͢ΔαービスΛରにؚΜͰいΔɻ͞ ら
にҩྍอ݈、ҩྍ関のαービスༀ
、ҩྍث۩のՁ֨ԽহՁؚ֨
Ήɻ

ӈ͢Δ͜ࠨશ国తͳ਼Λ͕ࡦ とࠔ
Ͱ͋Δとߟ ら͑ΕΔɻͦ のΑ͏ ͳলݻ༗の
Δ場合に、શ国਼͢ߦΛ࣮ࡦࡒ
からのဃ͕大͖͘ 、লݻ༗のधཁ管
理ࡦにΑΔԠ͕大 い͖࢈業にର͢Δ
༗ޮͰ͕ࡦ Δ͋とߟ ら͑ΕΔɻ
企業࠴の֦大にΑΔ経済長の

ॅ、ͳಷԽٸ Ձ্֨ঢにىҼ͢
Δٸ進తͳফඅऀ物Ձの高ಅͳͲのෆ
࣮֬ੑ͕、中国経済શମΛか͘ ཚ͠ た場
合、ݱΕΔޮՌͦのલఏにΑΓল と͝に
大͖͘ ҟͳΔ͜ と͕༧ Ε͞Δɻ͜ ͏͠ た中
国経済શମのٸ進తͳ変Խ͕ͬ͜ى た
場合に、中ԝのࡦҎ外に、লಠ自の
͕ࡦඞཁにͳΔہ໘͕ఆ Ε͞、本研
究͕ఏࣔ͢Δ݁Ռ、͜ ͏͠ たলಠ自の
ϚΫロ経済ࡦ Α͕Γޮ Ռతに࣮ߦ Ε͞Δ
たΊのஅࡐྉとͳΔのとߟ Δ͑ɻ

̏．Ձ֨ࢦののಛੑ

͜͜ Ͱ༻͢Δデーλ中国国Ո౷ܭ

Δとい͑Δɻ͜ のΑ͏ ͳߏBlanchard�
and�2uah�ʢ1989ʣ�͕ఏএ͠ ていΔଟ変
ྔ自ݾճؼ�ʢ7ector�Auto�Regressive��
7ARʣ�モデルにΑΓ記ड़͢Δ͜ と͕ 可能Ͱ
Δ͋ɻ
Blanchard�and�2uah�ʢ1989ʣモデル

と࢈出と物ՁからͳΔ̎ 変ྔのߏܕ
7ARͰ Γ͋、धཁシϣοΫの࢈出にର͢
Δ長ظ中ཱੑとい͏ ԾఆΛಋೖ͠てधཁ
ઢΛࣝผ͢Δ͜ۂ とΛ可能に͢Δɻ͜ のํ
๏Λద༻͠ た研究にถ国Λରに͠ た
Gali�ʢ1992ʣԤ州のෳの国Λରと
͠たJarko�and�Korhonen�ʢ2003ʣ͕ ଘ
ていΔɻいͣΕର国経済に͓͚͠ࡏ
Δ૯धཁ、૯څڙの安ఆతͳ関͕ଘ
Δ͜͢ࡏ とΛࣔ͠ ていΔɻ·た日本Λରと
͠た研究と͠ て三ඌʢ2001ʣ、中国Λର
と͠ た研究に張ʢ2003ʣ͕ ͋ΔͳͲ、ध
ཁۂઢのࣝผのඪ४తͳํ๏と͠ て༻い
らΕていΔɻ
本研究、中国ߐཾࠇলΛରと͠ て、
লผधཁシϣοΫにର͢ΔՁ֨のྗੑ
͕最高い࢈業Λಛఆ͢Δ͜ とΛతと͠
ていΔɻলผधཁシϣοΫল͕࣮
のޮՌ͕өࡦࡒΔ͢ߦ Ε͞Δߏ
シϣοΫͰ Γ͋、物ՁࢦΛߏ͢Δ̓ 
のରと͢ Δ࢈業Λ͢ূݕΔɻলؒの
らつ͖ ̓ つの࢈業 と͝にҟͳͬ て Γ͓、શ
国਼からのဃ͕大 い͖࢈業とখ͞い
業にྨ࢈ Ε͞Δɻ͜ ͜Ͱ、ඪ४ภࠩ
にΑΔলؒのらつ͖ の大͖ ͞શ国
との૬関の高 ͳ͞ͲのࢦඪにΑΓ、̓ 
のՁ֨ࢦඪΛશ国਼からのဃ͕
大 い͖࢈業とখ͞い࢈業にྨ͠、ဃ
͕大 い͖࢈業のࢦඪにର͠ てBlanchard�
and�2uah�(1989)�のߏ7ܕARモデル
のख๏Λద༻͢Δɻ
モデルの推ఆ݁Ռから、࢈出、物Ձの
༧ଌࠩޡのࢄΛߏシϣοΫの変ಈに
ղ͢Δख๏Λద༻͠ 、ର地ҬのϚΫ
ロ変͕धཁ、څڙのいͣΕの変ಈにΑ
Γࠨ ӈ Ε͞Δのかとい͏ Λఏࣔ͠ 、ল
にΑΔՁ֨安ఆԽࡦに関͢ΔఏݴΛ
ɻਤ̐͏ߦ Ͱࣔ͠ たলՁܾ֨ఆのΈ
に͓いて、ল͕ظతにՁ֨安ఆ
ԽΛ講͡ Δ͜ と͕ Ͱ͖ Δखஈ、ࡒࡦ
Λ通͡ たधཁの調Ͱ Γ͋、লの

6�įĻĻķāööľľľõĺĻĨĻĺõĮĶĽõĪĵöĻıĺıö
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察ʕߟՌのޮࡦࡒ業ผ物Ձにର͢Δ࢈লのߐཾࠇモデルにΑΔ物Ձ変ಈのཁҼղに関͢Δ研究�ʕؼճݾଟ変ྔ自ܕߏ

શ国਼とのဃの大͖͞ Λ͢ূݕΔ
たΊに、֤ について֤のলؒの変
ಈΛ表͢ඪ४ภࠩΛ͠ࢉܭ たɻলؒの
らつ͖ の大͖͞ 、ਤ̑ に͓͚Δਨํ
の෯の大͖͞ にରԠ͢ΔのͰ Γ͋、͜ の
大͖ Λ͞表͢ࢦඪΛ表̍ にࣔ͠ たɻඪ४ภ
ࠩのߦにࣔ͠ た、֤ Ͱলؒのෆภ
ඪ४ภࠩの推ఆΛ͠ࢉܭ 、͞ らにͦの
Λとͬۉ平ؒظ たのͰ͋Δɻ֤の変
ಈ͕正ෛํͰඇରশͰ͋Δ可能ੑ͕
͋Δ͜ とから、ඪ४ภ͚ࠩͩͰͳ͘ 、デー
λ範ғ、࢛Ґ範ғ͋ Θͤて͠ࢉܭ た
と͜ Ζ、ඪ४ภࠩとデーλ範ғͰҟͳΔ
ಛΛ持つ߲い͘ つか Δ͋ɻ変ಈの大
͖͞ のಛと͠ て、จԽָޘՁ֨の変
ಈ͕大͖ 、͘৯、ՈఉઃඋՁ֨の変ಈ
͕খ い͕֬͞ೝͰ͖ Δɻҥ関Ͱ
࢛Ґ範ғの大͖͞ ͕́͞ Ͳ大͖͘ ͳい
にかかΘらͣデーλ範ғ͕大 い͖ と͜か
ら外Εのဃ͕΄かの߲ΑΓ大 い͖と
い͏ ಛ͕ΈらΕΔɻ
ら͞に֤߲のશ国のྻܥからのဃ

の大͖ Λ͞ଌΔࢦඪと͠ て、૬関Λݕ
౼͢ΔɻԾに֤߲のলผ͕ྻܥશ国
とҟͳΔཁҼΛ主ͳ変ಈཁҼと͢Δྻܥ
のͰ͋Ε、શ国ܥ とྻの૬関͕
ͳ͘ΔたΊ、͜ のΛશ国਼のޮՌの
அに༻いΔɻ表 に̍লผにશ国との
૬関Λ͠ࢉܭ 、平ۉΛとͬ たのΛܝ
ࡌ͠ ていΔɻ͜ Ͱ͜৯とՈఉઃඋの૬
関͕高͘ શ国ڞ通のཁҼに大͖͘ ࠨ
ӈ Ε͞Δに͋Δ͜ と͕ΘかΔɻ͜ Εに
ର͠ てҩྍอ݈૬関͕͘ 、লผ
変ಈཁҼΛ大͖͘ ө͠ ていΔとߟ ら͑Ε
Δɻ
最ޙにՁ֨のՃのූ߸Λݕ౼͢

ΔɻՃと্ঢの変ԽΛ表͢ܥ
ྻͰ Γ͋、͜ ͜Ͱ、ରと͠ ていΔ物Ձ
のલൺ্ঢΛ表͢CPI ࠩ֊のࢦ
Λとͬ たのΛ、Ձ֨のՃとఆٛ͠ て
いΔɻ͠ࡌܝていΔࢦඪ、֤ ߲につ
いて、શ国のՃࢦとলผのՃ
ࢦのූ߸͕ಉ͡ Ͱ͋ΔൺΛ͠ࢉܭ
たのͰ͋ΔɻԾにશ国ࢦඪとলผࢦඪ
͕ಉ༷のཁҼにΑΓ推Ҡ͢ΔのͰ͋Ε、
変ԽのํಉҰํにͳΔͣͰ Γ͋、
ූ߸͕ಉ͡ Ͱ͋Δൺ͕高͘ ͳΔとߟ ら͑
ΕΔɻ͜ のࢦඪから、ҥྨ、จԽָޘの
ඪ͕શ国とҟͳΔཁҼにΑΓ変ಈ͠ࢦ てい

ਤ̑　中国の別価֨ࢦඪの変動ʢଓ͖ʣ[Ոఉ༻ઃඋʢ্ʣɺҩྍอ ʢ݈Լʣ]

出所ɿ中国国家統計局ެ։ͷσʔλよりචऀ作成

ਤ̑　中国の別価֨ࢦඪの変動ʢଓ͖ʣʦަ௨௨৴ʢ্ʣɺจ化ޘ ʢָԼʣʧ

出所ɿ中国国家統計局ެ։ͷσʔλよりචऀ作成
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Δ可能ੑ͕ࣔ͞ΕたɻҎ্のྻܥの推
Ҡに関͢ΔಛΛ૯合͠ て、͜ Ͱ͜、ҥ
ྨ、ҩྍอ݈、จԽָޘとॅのՁ֨
͕શ国の਼とဃの大͖ いՁ֨ྻܥͰ
͋ΔとΈͳ͠ 察のରと͢Δɻ͜ߟ、 ͜Ͱ
બ Ε͞た࢈業ؚ͕Ή࢈業のࡒ՟・αー
ビス、ԽহのΑ͏ にݪྉのՁ
にର͠ て、ݸਓのੑͦのলݻ༗の情
にΑΔՃՁ部の変Խ͕大 い͖
のͰ Δ͋可能ੑ͕ Δ͋ɻ
અから、શ国਼からのဃ͕大࣍
い͖とߟ ら͑ΕΔҥ、ҩྍอ݈、จԽ
ॅ、ָޘ のՁ֨Λରにશ国Ձ֨ࢦ
Λ外ੜ変と͠ লのՁ্֨ঢߐཾࠇ、
、࢈出の変Λੜ変と͢ Δೋ変ྔ
7ARモデルΛ推ఆ͠ܕߏ 、ͦ の݁Ռ
Λߟ察͢Δɻ合13ܭの7ARモデルΛݕ
ূのରと͠ 、धཁシϣοΫにର͢ΔՁ֨
の長ظ変ಈ͕大͖ い合ͤΛಛఆ͠ てい
̓͘ɻҥ、ҩྍอ݈、จԽָޘ、関

࿈͢Δ業の業ੜֹ࢈とԷ・খചֹ
ΛͦΕͧΕ࢈出の変と͠ て࠾༻͠ た̔ɻ
ॅに関͠ てॅࡐݐͳͲ関࿈͢Δ
業ੜֹ࢈、Է・খചֹにՃ͑て、ॅ 
のΛ変とֹ͠ࢿ て༻͠ たɻ
·た補̍ のূݕから、͜ Εらの変͕
୯ҐࠜとݺΕΔඇఆৗੑΛつྻܥΛ
ؚΉ可能ੑ͕ࣔ Ε͞たɻͦ の場合、༗ҙ
ఆの݁ՌにภΓΛੜ͡ݕੑ ͤ͞Δ見ͤか
͚のճؼとݺΕΔݱΛҾ͖͢͜ى可
能ੑ͕͋Δ͕̕、ඇఆৗաఔಉ士のճؼ
Λߦ たͬ場合Ͱ、ͦ のڞ͕ྻܥ関
に Δ͋場合に見ͤか͚のճؼΛճආ
Ͱ͖ Δ͜ と͕ らΕて Γ͓、7ARモデル推
ఆޙに͜ のΛ͠ূݕ ていΔɻ

̐．�#MBODIBSE� BOE�2VBI�
ï1���ðϞσϧͱ推ఆ݁Ռ

Blanchard�and�2uahʢ1989ʣモデル

、࣮ 質࢈出ֹと物Ձの̎ 変からͳΔ
7ARモデルΛधཁ関とڅڙ関にࣝ
ผ͢ΔたΊのํ๏Ͱ Γ͋、ࣝ ผ Ε͞たモデ
ルの߲ࠩޡधཁ関、څڙ関ΛҰ
ํతに変Խͤ͞Δ外ੜతཁҼと͠ てղऍ
͢Δ͜ と͕Ͱ͖ Δɻ推ఆ可能ͳҎԼの༠
ಋ7ܗARモデル

から、補̎ Ͱࣔ͠ た関にΑΓҎԼの
7ARモデルΛಋ出͢Δ͜ܕߏ と͕可
能Ͱ Δ͋ɻ

༠ಋܗの推ఆからधཁ関、
ࢉAΛྻߦΛ表͢関のڅڙ
出͠ 安ఆతͳधཁ͕出と物Ձの関࢈、
関、څڙ関の関Λつ࢈業Λಛఆ
͢Δɻ
धཁシϣοΫ、څڙシϣοΫͦΕͧ

Ε、૯धཁۂઢ、૯ۂڅڙઢのシフト
に͏物Ձ、࢈出の変ಈཁҼͰ͋Δた
Ί、धཁシϣοΫ物Ձと࢈出ํΛ正
のํʢシϣοΫとಉҰํʣに変Խ͞
出࢈、シϣοΫ物ՁΛ正のํڅڙ、ͤ
Λෛのํに変Խͤ͞Δɻ͜ ΕにՃ͑て
Blanchard�and�2uah�ʢ1989ʣのԾఆに
ΑΓ、धཁシϣοΫ͕長ظతに࢈出Λ変
Խͤ͞ͳいとい͏ ੍Λ課͠ ていΔɻ
1999から2014の࣍デーλΛ༻

いて、13ܭの7ARモデルについてA の
Λ推ఆ͠ た݁Ռ、ූ ߸͕धཁ関、
と合తͰ͋Δ変の関の関څڙ
合ͤ、࢈出変と͠ てҥの業ੜ
、Է૯ֹ、খച૯ֹΛ࢈ たͬのと、
ॅֹࢿΛ༻いた̐ つの場合Ͱ͋Δ͜
と͕ࣔ͞ΕたɻͦΕҎ外ののͰ、A
推ఆのූ߸͕༧のྻߦ Ε͞Δ
のとҰகͤͣ、धཁۂઢ͕ӈ্ Γ͕Ͱ͋
Δ場合、ۂڅڙઢ͕ӈԼ Γ͕Ͱ͋Δ場
合ͳͲΛࣔ͠ た10ɻ

7�̐ つのՁ֨ʢҥ、ҩྍอָޘ、ݥ教ҭจԽ、ॅ ʣのͦΕͧΕにରԠ͢Δधཁʢ業ੜֹ࢈、Է૯ֹ、খച૯ֹʣの変͕ଘ͠ࡏ 、͜ の合ͤからͳΔ̎ 変
ྔ7ARͰøùの場合͕ଘ͢ࡏΔɻՃ て͑ॅՁ֨にର͠ てॅࢿ૯ とֹい͏ धཁ変の場合͕ଘ͢ࡏΔたΊ、合ܭͰøúとͳΔɻ
̔�h ؑʱ֤ܭল౷ߐཾࠇ ൛ΑΓøĀĀĀからù÷øû·Ͱの࣍デーλのΛू͠ܭ たɻ
রɻࢀGranger�and�Newbold�(1974)�Λࡉ9�ৄ
推ఆのූ߸とղऍについて、補̎�10 Λࢀরɻ

ਤ̑　中国の別価֨ࢦඪの変動ʢଓ͖ʣʦॅʧ

出所ɿ中国国家統計局ެ։ͷσʔλよりචऀ作成

৯ ҥྨ Ոఉ༻ઃඋ ҩྍอ݈ 交通通৴ จԽָޘ ॅ

ඪ४ภࠩ 2.28� 2.69� 1.59� 3.67� 3.23� 6.26� 3.17�

Ґ範ғ࢛ 1.69� 1.90� 1.15� 1.64� 1.59� 2.29� 1.96�

デーλ範ғ 6.14� 10.05� 5.09� 8.15� 6.70� 8.99� 7.59�

૬関 0.97� 0.78� 0.89� 0.57� 0.79� 0.69� 0.81�

Ճූ߸ 0.86� 0.61� 0.64� 0.70� 0.76� 0.57� 0.79�

ද̍　֤߲省別ܥ列とશ国ܥ列のဃに関するࢦඪ

出所ɿ中国国家統計局ެ։ͷσʔλよりචऀ作成
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察ʕߟՌのޮࡦࡒ業ผ物Ձにର͢Δ࢈লのߐཾࠇモデルにΑΔ物Ձ変ಈのཁҼղに関͢Δ研究�ʕؼճݾଟ変ྔ自ܕߏ

·た্記̐ つの場合ͰলՁ֨ࢦに
ର͢Δશ国のՁ֨ࢦのޮՌ͕༗ҙͳ
正のޮՌΛつ͜ と͕ ࣔ Ε͞たʢ表̎ ʣɻ
Ҏ্の݁Ռからҥ࢈業とॅ࢈業

のՁ֨ࢦશ国Ձ֨の਼からのӨ
にΑΓͦの関څڙΛड͚、धཁとڹ の
਼からဃ͢Δとい͏ Ծఆཱ͕͢Δ͜
と͕ࣔ͞ΕたɻલઅͰࣔ͠た通Γ、୯Ґ
ࠜաఔͲ͏ ͠の関Λ7ARモデルͰ記ड़
͠ていΔたΊ、推ఆ݁Ռ͕見ͤか͚のճ
の݁ՌͰؼ Δ͋可能ੑ͕ Δ͋͜ とΛྀ͠ߟ
て、͜ の関ڞ͕աఔͰ͋ΔかͲ͏
かΛ͢ূݕΔたΊに、Engle�and�Granger
ʢ1987ʣのݕఆΛ࣮͠ߦたʢ表̏ʣɻ͜ Ε
推ఆ Ε͞た7ARモデルのࠩに୯Ґ
のఆৗੑΛ߲ͬࠩޡ、いߦఆΛݕࠜ て
モデルの関ڞ͕関Ͱ Δ͋かΛ֬
ೝ͢Δとい͏ のͰ Δ͋ɻݕఆのର͕ޡ
߲ࠩͰ͋Δ͜ ととྻܥのڍಈから֬ఆ߲
͕ͳいのとஅ͠ 、֦ 張ディοΩーフϡラー
ʢAugmented�Dickey�Fuller��ADFʣ
͢、た݁Ռ͠ߦఆΛ࣮ݕ ての͕ྻܥ
̑̀ ༗ҙਫ४Ͱ୯Ґࠜ Γ͋のؼແԾઆΛ
٫͠غ 、7ARモデル͕ڞաఔͰ͋
Δ͜ とΛࣔ͠ て Γ͓、見ͤか͚のճؼى

ͬ͜ ていͳいのとஅ Ε͞Δɻ
に推ఆ࣍ Ε͞たߏモデルについてল

のՁ֨ࢦの変ಈ͕धཁとڅڙのいͣ
ΕのシϣοΫにΑΓ推Ҡ͠ て͖ たかΛ、༧ଌ
Δ12ɻՁ͢ূݕղにΑΓࢄのࠩޡ と֨
のڅڙ、出変のؒに安ఆతͳधཁ࢈
関͕見らΕた̐ つの場合について、ध
ཁシϣοΫにର͢ΔՁ֨のԠ͕大͖ い
合ͤҥのՁ ࢈業ੜ֨・ とֹॅ の
Ձ ・֨ॅ ֹࢿの合ͤͰ͋Δɻsظ
先の༧ଌࠩޡにର͢ΔधཁシϣοΫのد
༩Λ表͠ た表̐ 、ҥの業ੜ࢈Λ
༻いて推ఆ͠たモデルのとͰҥՁ
֨変ಈの90̀ ۙ͘ ͕धཁཁҼの、ॅ 
Λ༻いて推ఆֹ͠ࢿ たモデルのとͰॅ
Ձ֨変ಈの95ˋҎ্͕धཁཁҼのد
༩にΑΔのͰ͋Δ͜ とΛࣔ͠ ていΔɻ·た
ҥのԷച૯ֹ、খച૯ֹΛ༻いたモ
デルに͓いて、धཁのد༩のํ͕ڙ
ΑΓ高いڅ と͕͜ ࣔ Ε͞ていΔɻ͜ Ε、
ҥ࢈業についてಉ͡ のधཁシϣοن
ΫΛ༩͑た࣌のҥՁ֨の্ঢ、Է
ചֹখചֹにൺて業ੜֹ࢈に༩
͑た࣌のํ͕ޮՌ͕大 い͖ と͜Λҙຯ͠
ていΔɻ·たॅ࢈業にର͠ てٕज़ֵ
新ͳͲΛྭ͢Δ࢈業ৼࡦڵΑΓ、धཁ

シϣοΫΛհ͠ たࡒࡦのํ͕、ॅ Ձ
֨の੍ޚに͢ࢿΔ͜ とΛࣔ݁͢Ռとͳͬ て
いΔɻ

�̑�݁

本ߘͰ中国のলผ CPIの推Ҡに
͠ 、লݻ༗の物Ձ変ಈཁҼのޮՌΛ
ଌఆ͠ たɻߐཾࠇলのデーλΛରに͠
てߦ たͬ7ARモデルの推ఆ݁Ռ、ল
ผ CPI の推Ҡ͕શ国のCPI の਼に
大͖ ґ͘ଘ͠ ていΔのの、লݻ༗のཁҼ
にΑΓͦ ͜からဃ͢Δとい͏ Ծఆと合
తͳのとͳͬ たɻ·たશ国ࢦの਼か
らのဃΛੜΈ出͢シϣοΫと͠ て、धཁ
とڅڙの関と͠ てࣝผͰ͖ Δの、ҥ
、ॅ ࢈業に͓͚ΔのͰ Γ͋、धཁ変
と͠ てҥの業ੜֹ࢈、ॅ ֹࢿ
Λ༻いたモデルに͓いてधཁシϣοΫ͕ Ձ
֨変ಈΛたら͢ޮՌ͕大 い͖ と͕͜ ࣔ͞
ΕていΔɻଞのՁ֨について、શ
国਼のӨ͕ڹ ·͋Γに大͖͘ লݻ༗の
ཁҼのؒに安ఆతͳधཁ、څڙの関
͕֬ೝͰ͖ ͳか たͬ可能ੑ͕ Δ͋ɻ
Ε͜らの݁Ռ、地ํ͕ࡒࡦ

Λ通͡ てՁ֨ࢦの推ҠΛ੍͢ޚΔ際の

11�୯Ґࠜݕఆの٫غ �2.66ʢ̍̀ ༗ҙਫ४ʣ、�1.95ʢ̑̀ ༗ҙਫ४ʣ、�1.60ʢø÷̀ ༗ҙਫ४ʣͰؼແԾઆ Ͱ「୯ҐࠜΛつ͕ྻܥ͕」 Δ͋ɻ
রɻࢀ張ʢù÷÷ýʣΛࡉ12�ৄ

推ఆ ඪ४ࠩޡ

ҥ業 1.153 0.307

ҥԷച 1.178 0.308

ҥখച 1.407 0.275

ॅࢿ 0.906 0.148

ද̎　外ੜ変のਪఆ݁果

出所ɿචऀ作成

Yt ࣜのݕఆ౷ྔܭ Pt ࣜのݕఆ౷ྔܭ

ҥ業 �2.355 �2.446

ҥԷച �3.168 �2.435

ҥখച �3.617 �2.676

ॅࢿ �2.836 �4.401

ද̏　Engle�and�(ranger�(����)�のڞ分ݕఆ���

出所ɿචऀ作成

༧ଌؒظ (s) ҥ業 ҥԷച ҥখച ॅࢿ

1 0.889 0.603 0.782 0.982

2 0.891 0.599 0.638 0.969

3 0.891 0.598 0.626 0.969

4 0.891 0.598 0.623 0.969

5 0.891 0.598 0.623 0.969

ද̐　֤の価֨に対するध要ショοΫのد༩

ɿࣈશମΛ1ͱ͠ ͨͱ͖ͷTظઌͷ༧ଌࠩޡʹର͢ΔधཁγϣοΫͷد༩ͷׂ߹Λࣔͯ͠ ͍Δɻ
出所ɿචऀ作成
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༗༻ͳ情報Λ༩ Δ͑ɻಛఆのলに͓いて、
ྫ͑物Ձఀのঢ়؍͕گଌ͞Εた場
合に、धཁෆのঢ়ଶに͋Δとߟ ら͑
ΕΔɻ͜ の場合に地ํ͕ಠ自に࣮ߦ
Ͱ͖ Δࡦࢪ、ࡒࡦにΑΔधཁىש
Λ通͡ た物Ձ安ఆԽࡦͰ Δ͋ɻٯにٸ
ܹͳ物Ձ্ঢ͕֬ೝ Ε͞た場合に、ࡒ
ࢧ出のݮ૿税にΑΔधཁ੍ࡦ
͕可能Ͱ͋Δɻͦ のରと͠ てҥ࢈業
に͓͚Δ業ੜ࢈、ॅ ࢿの
ߦΛ͏ࡦ と͜Ͱ、ΑΓޮ Ռతͳ物Ձ安ఆԽ
ࡦΛ࣮͢ߦΔ͜ と͕ 可能とͳΔɻ

ิ̍ɹσーλのఆৗੑ

本અͰଟ変ྔ自ݾճؼʢ7ector�Auto�Regressive��7ARʣモデルΛߏ͢Δ֤ྻܥの୯Ґࠜの༗ແについて͠ূݕ ていΔɻ࢈出変
、ެ 開 Ε͞ていΔ名ΛͦののGDPデフϨーλͰ࣮質Խ͠ て༻͠ たɻରߐཾࠇলに͓͚Δҥ、ҩྍอ݈、จԽָޘମҭ、
ॅの̐ つのՁ֨、ߐཾࠇলに͓͚Δ13の࢈出変、શ国の̐ つのՁ֨変Ͱ Δ͋ɻ֤͕֬ྻܥఆ ʢ߲ఆ߲֬ఆత࣌ トؒϨン
υʣΛつྻܥͰ Δ͋可能ੑΛྀ͠ߟ 、֬ ఆ߲͕ͳいとԾఆ͢Δ場合に֦張ディοΩーフϡラーʢAugmented�Dickey�Fuller��ADFʣݕ�
ఆΛ、֬ఆ߲ Γ͋のԾఆのԼͰElliot�
and�Rothenbergʢ1996ʣͰఏএ Ε͞てい
Δ୯Ґࠜݕఆのํ๏Λ࣮͠ߦ たɻ
୯Ґࠜݕఆの݁Ռ、21の変ʢ̐つ

のলՁ֨、13のলधཁ変、̐ つのશ
国Ձ֨ʣの͏ͪ つ̑の変Λআいて୯Ґ
͕ࠜଘ͢ࡏΔとい͏ ݁Ռ͕ࣔ Ε͞た13�ʢ表
̑ʣɻ先ݧతに֬ఆ߲の༗ແとAR աఔ
のラグ࣍Λܾఆ͢Δ͜ と͕ Ͱ͋Δ͜ࠔ
とから最大Ͱ̑ Λ༺࡞લの変からのظ
ྀ͠ߟ て最దラグ࣍Λ情報ྔن४
ʢAkaike� Informatio�Criterion��AICʣ
にΑΓܾఆ͠、֬ఆ߲ͳ͠ 、ఆ߲ Γ͋、
ఆ߲と֬ఆతトϨンυ Γ͋の̏ つの場合
のいͣΕかͰ୯Ґࠜ Γ͋のؼແԾઆ͕غ
٫ Ε͞ͳい場合Λ୯Ґࠜ Γ͋とஅ͠ たɻ
୯ҐࠜΛつྻܥ࣌աఔにै 変͏Ͳ

͏͠ 、࣮ 際ΑΓ高い૬関Λࣔ͢見ͤか
͚のճؼとΑΕΔݱ͕ى Γ͜、݁ Ռと
͠てճؼの༗ҙੑݕఆの݁ՌにภΓ
Λੜ͡͞ ͤΔ͜ と͕らΕていΔɻ͜ の見
ͤか͚のճؼのճؼのରとͳΔ
変ؒにڞ関͕͋Δ場合にճ
ආͰ͖ Δ͜ と͕らΕて Γ͓、本จͰ、
7ARモデルͰ記ड़͞ΕΔ関ڞ͕
関Ͱ Δ͋かͲ͏ かΛEngle�and�Granger

ߦ進͠ࡏݱ ていΔ「Ұ帯Ұ࿏」ࡦに
い中ԝ͕大ܕのࡒࡦΛ長ظ
తに࣮͠ߦた場合、શ国తにCPI ্͕
ঢの਼Λͪ 、֤ লのՁ֨ࢦඪに্ঢ
ѹྗΛ༩ Δ͑ہ໘༧Ͱ͖ Δɻたͩ͠ 、
͜͏ ͠たશ国਼͕たら֤͢লՁ֨ࢦ
のޮՌҰ༷Ͱͳいとߟ ら͑Ε、
লݻ༗のࡦにΑΓ物ՁΛ安ఆతਫ४に
༠ಋ͢ΔたΊのٻ͕ࡦΊらΕΔ可能ੑ
͕ Δ͋ɻ
͜͜ Ͱఏࣔ͠ たํ๏ߐཾࠇলにಛԽ

͠たのͰͳ͘ 、デーλ͕ଘ͠ࡏていΔ

লڃ市、自治۠͢てに͓いて、༗ޮͳ
の情報ࡦにΑΔ物Ձ安ఆԽࡦࡒ
Λ༩ Δ͑のと͠ てద༻可能Ͱ Δ͋ɻ最ޙ
に͜͜ Ͱলݻ༗のधڅシϣοΫと͠ てఏࣔ
͠た݁Ռ、શ国の਼Ҏ外のཁҼͰ
֘のলにͬ͜ى たधཁ、څڙのシϣοΫ
Ͱ͋Δ͜ とΛҙຯ͠ て Γ͓、ྡ ଞলから
のधཁ、څڙシϣοΫとࣝผ͠ て ら͓ͣ、
Δඞཁྀ͕͋͢ߟの研究Ͱ͜ΕΛޙࠓ
Δɻ

13�୯Ґࠜ Γ͋のؼແԾઆ͕٫غ Ε͞たのいͣΕলの変Ͱ Γ͋、ҥԷച૯ֹ、ҥখച૯ֹ、จԽָޘ業ੜ࢈、จԽָޘԷച૯ֹ、ॅ 業ੜֹ࢈の5
つͰ͋ͬ たɻ

֬ఆ߲ͳ͠ ఆ߲のΈ ఆ と߲
トϨンυ߲

֊ࠩ変の
ఆ݁Ռݕ

୯Ґࠜに
ର͢Δஅ

PCW 1 1 0 1 1
PCH 1 0 0 1 1
YCH 0 0 0 1 1
WCH 1 1 1 1 0
RCH 1 1 1 1 0
PMW 1 0 0 1 1
PMH 1 1 0 1 1
YMH 0 1 1 1 1
WMH 0 0 0 1 1
RMH 1 0 0 1 1
PEW 1 0 0 1 1
PEH 1 1 1 1 0
YEH 1 0 0 1 1
WEH 1 1 1 1 0
REH 0 0 0 1 1
PRW 1 0 0 1 1
PRH 1 0 0 1 1
YRH 1 1 1 1 0
WRH 0 0 0 1 1
RRH 1 0 0 0 1
IRH 0 1 0 1 1

ද̑　୯Ґࠜݕఆの݁果

ҰจࣈΞϧϑΝϕοτ��1͕Ձ֨、:͕ۀੜ8͕、࢈Էച૯ֹ、3͕খച૯ֹ
ೋจࣈΞϧϑΝϕοτ��$͕ҥ、.͕ҩྍอ݈、&͕จԽ3͕ॅ、ָޘ
省ߐཾࠇ͕(、ΞϧϑΝϕοτ��8͕શ国ࣈจࡾ
出所ɿචऀ作成
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察ʕߟՌのޮࡦࡒ業ผ物Ձにର͢Δ࢈লのߐཾࠇモデルにΑΔ物Ձ変ಈのཁҼղに関͢Δ研究�ʕؼճݾଟ変ྔ自ܕߏ

ʢ1987ʣのํ๏Ͱ͠ূݕ ていΔɻ̎ 変ྔ 7ARモデルのྻܥࠩの୯ҐࠜݕఆΛ࣮͢ߦΔ͜ とͰ推ఆ݁Ռ͕見ͤか͚のճؼの݁ՌͰ͋
Δかڞ関Ͱ Δ͋かΛ、அ͢Δ͜ と͕ 可能にͳΔ14ɻ

ิ̎ɹ#MBODIBSE�BOE�2VBIʢ1���ʣϞσϧ

Blanchard�and�2uahʢ1989ʣͰ、࣮ 質࢈出ֹと物ՁからͳΔ̎ 変の7ARモデルについてधཁシϣοΫのੜ࢈にର͢Δ長ظ中ཱ
ੑのԾఆΛஔ͖、7ARモデルのߏシϣοΫΛधཁとͦ ΕҎ外のཁҼにࣝผ͢Δํ๏Λఏࣔ͠ ていΔɻUظの࢈出ֹΛ:t、Uظの物Ձ

ΛPt と͠ 、 �ΛͦΕͧΕ平ۉθロ、ڞࢄ͕ྻߦࢄ୯ҐྻߦにͳΔΑ͏ ͳաఔͰ Δ͋とԾఆ͠ たと͖ のBlanchard�and�2uah

ʢ1989ʣモデル15、ҎԼの༷に表ݱ Ε͞、

Ε͜Λྻߦ表記͢Δと、

とͳΔɻ
Ε͜にର͠ て最খೋ๏ʢ0rdinary�Least�SRuares��0LSʣͰ推ఆ可能ͳ༠ಋܗモデル、

Ͱ Γ͋、ߏモデルと༠ಋ7ܗARのύラϝーλのؒにҎԼの関ཱ͕͢Δɻ

͜͜ Ͱ、 �とఆٛ͢Δɻ0LSにΑΓ༠ಋܗύラϝーλΨ、∑Λ推ఆ͢Δ͜ とͰ、ҎԼのA のཁૉΛಋ出͢ΔたΊのํ

ఔࣜΛಘΔ͜ と͕ Ͱ͖ Δɻ

14�αンϓルαΠζの੍ݶΑΓڞݕఆと͠ てϤϋンセンのڞݕఆͰͳ͘ ఆͰݕڞのఆৗੑにΑΔࠩ Δ͋Engle�and�Grangerʢ1989ʣのํ๏Λ༻いて͠ূݕ たɻ
15�ศ্ٓ7ARのラグ࣍Λ1とԾఆ͠ ていΔɻ
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ະ̐ にର͠ て͏ Ұつの੍͕݅ඞཁにͳΓ、Blanchard�and�2uahʢ1989ʣͰ࢈出にର͢ΔधཁシϣοΫの長ظ中ཱੑΛద༻
͠ていΔɻधཁシϣοΫの長ظ中ཱੑと、धཁシϣοΫ͕ ظతに࢈出ਫ४Λ変Խͤ͞ΔޮՌΛつのの、長ظతに࢈出ਫ४Λ変
Խͤ͞ͳいとい͏ と͜Λҙຯ͢ΔのͰ Γ͋、7ARモデルに͓いてྦྷੵΠンύルスԠ関にର͢Δ੍と͠ てಋೖ Ε͞ていΔɻ
༠ಋ7ܗARモデルΛҎԼのΑ͏ にແظݶҠಈ平ࣜܗۉͰ表͠ݱ たのの͕、ΠンύルスԠ関Ͱ Δ͋16ɻ

�と͠ 、ΠンύルスԠ関ΛߏモデルのྻߦA ʵ̍ のཁૉͰ表͢ݱΔと、

と表͢ と͕͜ Ͱ͖ Δ17ɻ͜ の͏ ͪඃઆ໌変͕:tͰ Δ͋ํఔࣜについて、ߏシϣοΫにର͢ΔΠンύルスԠ関のࣜܗに理͢Δと、

とͳΓ、࢈出のधཁにର͢Δ長ظ中ཱੑ� �とい͏ ੍Λҙຯ͢Δ18ɻߏシϣοΫのڞࢄྻߦࢄに関͢Δ
੍と࢈出のधཁにର͢Δ長ظ中ཱੑの੍にΑΓA ʵ̍ のཁૉΛಛఆ͢Δ͜ とͰ、ߏモデルΛಋ出͢Δ͜ と͕ 可能とͳΔɻ本研究Ͱ、
Rのύοέージvars Λ༻いてモデルの推ఆΛ࣮͠ߦ たɻ

16�LラグΦϖϨーλͰ Δ͋ɻ
ӈ্のྻߦ�17 iͦのྻߦΛ୯Ґྻߦにલからiճか͚Δ͜ とΛ表͠ ていΔɻ
18�Џ2,tΛधཁシϣοΫとԾఆ͢Δ場合Λఆ͠ ていΔɻ
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